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令和５年神審第４号 

裁    決 

モーターボートＡのり養殖施設損傷事件 

 

  受  審  人  ａ 

    職  名 Ａ船長 

操縦免許 小型船舶操縦士 

 

本件について、当海難審判所は、理事官小嶋正博出席のうえ審理し、

次のとおり裁決する。 

 

主    文 

 

 受審人ａを戒告する。 

 

理    由 

 （海難の事実） 

１ 事件発生の年月日時刻及び場所 

 令和４年９月２８日０５時０７分 

 兵庫県東播磨港南東方沖合 

２ 船舶の要目  

  船 種 船 名 モーターボートＡ 

  登 録 長 １０.４５メートル 

  機関の種類 ディーゼル機関 

   出   力 １５４キロワット 

３ 事実の経過 
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Ａは、船体中央やや船尾寄りに操舵室を配し、同室前部左舷側に魚

群探知機兼用のＧＰＳプロッターを、同右舷側に舵輪及び機関遠隔操

縦装置をそれぞれ備えたＦＲＰ製プレジャーモーターボートで、ａ受

審人が１人で乗り組み、知人２人を同乗させ、いずれも救命胴衣を着

用し、釣りの目的で、船首０.３メートル船尾０.８メートルの喫水を

もって、令和４年９月２８日０４時５０分東播磨港の係留地を発し、

同港南東方沖合の釣り場に向かった。 

  ところで、東播磨港東部から同港南東方沖合にかけては、平成３０

年９月１日から令和５年８月３１日までの間、兵庫県知事から受けた

区画漁業免許状に基づく免許番号区第１２号の第１種区画漁場区域

（以下「１２号区域」という。）が、東播磨港二見南防波堤灯台（以

下「東播磨港防波堤灯台」という。）から２０４.５度（真方位、以

下同じ。）１,６４０メートル、２０２度２.２５海里、２３６.５度

２.５７海里、２５１度２.３９海里、２５８.５度２.０４海里及び 

２６１.５度１.６７海里の各地点を順次結んだ線によって囲まれた範

囲に、及び東播磨港南東方沖合には、同知事から受けた同免許状に基

づく免許番号区第９号の同漁場区域（以下「９号区域」という。）が、

東播磨港防波堤灯台から１４６度１.６７海里、１７０度２.４２海里、

１９３.５度２.２９海里及び１８６度１,０７０メートルの各地点を

順次結んだ線によって囲まれた範囲にそれぞれ設定され、１２号、９

号両区域では、毎年９月１０日から翌年の５月１５日までの間にのり

養殖施設が、１２号区域では、毎年１０月１日から翌年の６月３０日

までの間にわかめ養殖施設がそれぞれ敷設されていた。 

また、１２号区域の北東端を含む同周囲には、光達距離５.５キロ

メートルで毎４秒に１回の黄色閃光を発する簡易標識灯（以下「標識

灯」という。）４４基が、９号区域の北西端を含む同周囲には、２３
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基の標識灯及び同区域南西端には、標識灯と同じ光達距離及び閃光を

発する１基の浮標灯がそれぞれ設置されていた。 

そして、ａ受審人は、平成１７年１０月に小型船舶操縦士免許を取

得し、同免許を取得後は夜間を含めて約５０回釣りに出掛け、１２号、

９号両区域間を往航時及び帰航時に航行し、両区域の存在及び位置関

係を承知し、ＡのＧＰＳプロッターには両区域が表示され、平素から

９号区域北西端の標識灯を左舷方に見て１２号、９号両区域間を通航

し、釣り場に向かっていた。 

  ａ受審人は、同乗者２人を船尾部甲板に座らせ、自らは舵輪後方の

椅子に腰掛けて操船にあたり、ＧＰＳプロッターを作動させ、東播磨

港内を東行中、視認した１２号区域北東端の標識灯の黄光を９号区域

北西端の標識灯の黄光と誤認し、同標識灯を左舷方に見て航行するつ

もりで、０４時５９分半僅か過ぎ東播磨港防波堤灯台から０６５.５

度４０メートルの地点で、針路を２０９度に定め、１０.８ノットの

速力（対地速力、以下同じ。）で、手動操舵によって進行した。 

ａ受審人は、０５時０２分半東播磨港防波堤灯台から２０７度  

９１０メートルの地点に達したとき、１２号区域が正船首６６０メー

トルのところとなり、その後、同区域に向首接近する状況であったが、

９号区域北西端の標識灯を左舷方に見る針路で航行しているはずなの

で、１２号、９号両区域間を通航するものと思い込み、ＧＰＳプロッ

ターに表示される両区域と自船の位置関係を把握するなど、船位の確

認を十分に行わなかったので、この状況に気付かなかった。 

こうして、ａ受審人は、１２号区域に向首したまま続航し、０５時

０４分半同区域に進入し、０５時０７分僅か前ふと不安を感じ、機関

を中立運転としたものの、効なく、０５時０７分東播磨港防波堤灯台

から２０８.５度１.３０海里の地点において、Ａは、原針路、原速力



- 4 - 

のまま、１２号区域に敷設されたのり養殖施設に乗り入れた。 

  当時、天候は曇りで風力２の東北東風が吹き、潮候は下げ潮の末期

にあたり、視界は良好で、日出時刻は０５時５１分、常用薄明の始ま

りは０５時２６分、月齢は１３.１、月没時刻は０４時０２分であっ

た。 

その結果、Ａはプロペラに擦過傷を生じ、のり養殖施設は、ロープ

に破損を生じたが、のち修理された。 

 

（原因及び受審人の行為） 

 本件のり養殖施設損傷は、夜間、東播磨港南東方沖合において、釣り

場に向けて航行する際、船位の確認が不十分で、１２号区域に向首進行

したことによって発生したものである。 

 ａ受審人は、夜間、東播磨港南東方沖合において、釣り場に向けて航

行する場合、１２号区域に向首接近することのないよう、ＧＰＳプロッ

ターに表示される１２号、９号両区域と自船の位置関係を把握するなど、

船位の確認を十分に行うべき注意義務があった。しかるに、同人は、９

号区域北西端の標識灯を左舷方に見る針路で航行しているはずなので、

１２号、９号両区域間を通航するものと思い込み、船位の確認を十分に

行わなかった職務上の過失により、１２号区域に向首接近する状況に気

付かないまま進行してのり養殖施設に乗り入れる事態を招き、船体及び

同施設に損傷を生じさせるに至った。 

 以上のａ受審人の行為に対しては、海難審判法第３条の規定により、

同法第４条第１項第３号を適用して同人を戒告する。 

 

 よって主文のとおり裁決する。 
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   令和５年１０月１９日 

     神戸地方海難審判所 

          審 判 官  前  田  昭  広 

 

 


